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アジェンダ

● YouTubeにおけるUGC活用の事例について

● UGCと権利保護を両立する仕組み「Content ID」について

● 課題と期待
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はじめに

YouTubeでは、様々な分野においてUGCが権利者様にとってのマー

ケティングツールとして活用されていたり、またUGCによる新しいヒット

コンテンツの創出が日々生まれております
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コンテンツIDで、著作物を含む投稿動画を管理しながらマーケティング
に活用されている事例。

● 米MLBでは、コンテンツIDで一致が検出された投稿動画に、「キャンペーン」という機能を

使い、公式動画へのリンクを表示。

● Content IDを利用すると、その動画の再生に関する統計情報を追跡することができます。

これを利用し、日本アニメーション様の70年代の作品が中東で非常に多く視聴されている
ことを発見。新たな配信戦略立案の検討に。（2016年版「Google の著作権侵害対策」ブックレット よ

り）

活用事例
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https://japan.googleblog.com/2016/09/google.html


音楽業界・ゲーム業界によるUGCの活用

出典：ビクターエンタテインメント様【星野源「恋」に合わせて踊る“恋ダンス”動画に関する
お願い】https://www.jvcmusic.co.jp/-/News/A023121/138.html

出典：任天堂様「ネットワークサービスにおける任天堂の著作物の利用に関する

ガイドライン」

https://www.nintendo.co.jp/networkservice_guideline/ja/index.html
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Content ID
YouTubeにアップロードされる動画で利用されている著
作物を検出し、正しく権利者がその利用をコントロール
できるようにするための技術
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Content ID動作の基本

1. 権利者による権利物（音源、映像）の登録

2. YouTubeによる「フィンガープリント」の生成

3. 権利者による「ポリシー」の登録

4. YouTubeによる「スキャン」とポリシーの適用
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Content ID動作の基本

1. 権利者による権利物（音源、映像）の登録

2. YouTubeによる「フィンガープリント」の生成

3. 権利者による「ポリシー」の登録

4. YouTubeによる「スキャン」とポリシーの適用
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権利者様から提供された権利物
（ここでは映像の例を利用）



10

フィンガープリント：
符号化された画像・音声の特徴点情
報のこと
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オリジナルの権利物の特徴点と、
ユーザー投稿動画の特徴点を数学
的に比較
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同様の特徴点を有していても、実際は異なる動画は多く存在



Original Flipped / Mirrored B&W

Color shifted Aspect Ratio Change Light effects “halo”

Content ID の継続的な改善
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Content ID の継続的な改善

14



音声特徴点抽出上の様々な要素

● テンポのゆらぎ

● ピッチのゆらぎ

● 音量ボリューム

● ノイズ
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Content ID動作の基本

1. 権利者による権利物（音源、映像）の登録

2. YouTubeによる「フィンガープリント」の生成

3. 権利者による「ポリシー」の登録

4. YouTubeによる「スキャン」とポリシーの適用
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フィンガープリントが一致した動画が見つかった際権利
者は下記３つのオプションを選択可能

1. マネタイズ
動画は公開のまま、広告が挿入され、その広告収入は権利者に分配

2. トラック
動画は公開のまま当該動画にかかる各種情報を権利者は取得可能

3. ブロック
動画は非公開となる
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特に音楽に関し

Content IDは「原盤」（著作隣接権）だけでな

く、メロディー（著作権）にも対応
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録音音源の登録

音源の
Content ID生成
（特徴点情報）

メロディーの
Content ID生成
（特徴点情報）
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「踊ってみた」
（音源を利用）

「歌ってみた」
「カバー」

（メロディーライン）

音源のContent ID

メロディーの
Content ID

レコード会社へ
収益分配

（著作隣接権）

著作権管理団体へ
収益分配
（著作権）

メロディーの
Content ID

著作権管理団体へ
収益分配
（著作権）

埋め込み
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● 上記例では、演奏のバックに使われた「公式音源」（サウンドレコーディング）を
Content IDにより検出

● 権利者様のポリシー設定により「収益化」（収益は権利者様に還元）

動作実例
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動作実例

● 上記例では、音源ではなく、楽曲そのもの（メロディーライン）の利用を Content IDにより検
出。いわゆる「カバー動画」における Content IDの動作事例。
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動作実例

● Content IDにより利用が確認された音楽権
利物にかかる権利者、アーティスト等の情報
を、ユーザーに対しても表示。

● ユーザーは、動画に使われている楽曲や
アーティストの情報を知ることができ、より多く
の音楽と出会える。

● 一方で、各権利者をクレジットすることで、権
利者の存在を、透明度高くユーザへ認知訴
求。

「この動画の音楽」機能
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動作実例

● オフィシャル提供の音源やミュージックビ
デオだけでなく、それらが利用されたユー
ザー投稿動画（UGC）の視聴回数も合算
集計しランキングを構成。

ユーザーやクリエイターへの影響も加味し
た、新たなヒット楽曲のあり方や可能性を
提示。

https://charts.youtube.com/

YouTube ミュージックチャート


